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寺 井 孝 文

北浦可奈子

水口かおり

大南ひなた

中西ひとみ

四 宮 　 桜熊 澤 早 紀

濵 　 文 和

古 田 有 美山 田 健 人

青 木 恭 子 森 　 康 二

渡 邊 美 記

井 河 美 葉𠮷 見 隆 史

井 原 雅 斗

井 村 香 奈

春 木 幸 恵

入 口 稔 己

領 田 佳 之

坂 口 治 代 福 良 　 毅

小 磯 佳 子 尾 嵜 有 美ヒル・キートン・レオナルド谷 崎 香 里

宮 繁 智 子栗 林 七 波関本壮一郎山田雄一郎

馬 見 敦 子田 村 朝 子吉 田 勝 重𠮷 岡 博 文

文

井 河見 隆 史

田重
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領 田 佳 之

上勝町教職員・新規職員を紹介します



当
初
予
算

令
和
２
年
度

総額 37億3,250万1千円

　令和2年度上勝町当初予算が3月定例議会におい
て承認されました。一般的な施策を進める一般会
計予算は、29億3,900万円（前年度比6,600万円･
2.2%減）、８つの特別会計予算の合計は、7億9,350
万1千円（前年度比1,388万円･1.8%増）で、これら
を合わせた町の予算総額は、37億3,250万1千円と
なります。
　一般会計における主な減少要因は、ごみステー
ション整備事業、地方創生推進交付金事業、森林
基盤整備事業、新林業事業体出資事業等の減によ
るものです。
　歳入については、地方交付税は前年度と同額で
11億5,000万円を計上、財政調整基金繰入金は前年
度より6,500万円多い、6億1,000万円を計上してい
ます。
　地方債は、ごみステーション整備事業、森林基
盤整備事業等の減により前年度に比べ9,710万円少
ない、3億1,350万円を計上しています。
　歳出については、義務的経費（人件費、扶助費、
公債費）が10億7,379万3千円（前年度比0.7％減）
です。
　また、投資的経費（普通建設事業費、災害復旧
事業費）は、5億4,951万3千円（前年度比13.0％減）
となっています。
　その他の経費（物件費、補助費等、繰出金等）は、
13億1,569万4千円（前年度比1.8％増）を計上して
います。
　 特別会計は、特定の事業にともなう保険料や使
用料などによって事業を行うための会計でお金の
流れを分かりやすくするために一般会計とは区別
しています。

区　　　　 分

総　　　 額
本年度予算額 前年度予算額 対前年度増減率

一 般 会 計
国民健康保険事業勘定会計
介 護 保 険 会 計
上 勝 町 診 療 所 会 計
福 原 診 療 所 会 計
簡 易 水 道 会 計
奨 学 資 金 会 計
後 期 高 齢 者 医 療 会 計
高 鉾 財 産 区 会 計
福 原 財 産 区 会 計

3,732,501 
2,939,000
195,000
369,000
112,000
20,000
48,000 
2,701
45,900
900 
－

3,784,621
3,005,000
200,000
354,000
107,000
23,000
43,000 
1,921
45,000
3,900 
1,800 

△ 1.4
△ 2.2
△ 2.5
4.2
4.7

△ 13.0
11.6
40.6
2.0

△ 76.9
△ 100.0

令和２年度　会計別予算の概要

当初予算に計上された主な事業（一般会計）

上勝町地域集会所修繕補助事業 
電源立地地域対策交付金事業 
地域おこし協力隊活動事業 
起業人材確保育成支援事業 
美しい集落再生プラン支援補助事業 
町営バス運行事業 
地方創生推進交付金事業 
彩山整備事業 
戸籍システム改修事業 
有償ボランティアタクシー運賃助成事業 
高齢者等安心安全見守り事業システム通報装置機器更改
地区敬老会補助事業 
出生祝い金事業 
乳幼児医療事業 
保育園運営事業 
放課後児童健全育成事業 
学童保育運営費補助事業 
救急患者輸送事業 
救急医療対策病院群輪番制運営事業 
母子保健事業 
健康増進事業 
予防接種事業 
合併処理浄化槽設置事業 
保育園園舎改修工事 
中山間地域直接支払交付金事業 
多面的機能支払交付金事業 
地籍調査事業 
有害鳥獣買上補助事業 
農林産業施設空調設備等整備事業 
森林環境保全整備事業（林道改良工事） 
森林基盤整備事業（林道開設工事） 
県単治山事業 
雇用推進事業 
町営住宅造成工事 
社会資本整備総合交付金事業 
町道整備事業 
町営住宅造成工事 
耐震性貯水槽整備事業 
小中学校入学祝い金事業 
スクールバス運行事業 
アララギ学習会（小学校・中学校）事業 

900 
4,400 
42,169 
12,019 
23,000 
36,304 
28,868 
19,732 
6,424 
1,650 
9,900 
945 
1,800 
4,500 
69,672 
6,839 
1,654 
12,562 
2,479 
4,475 
6,329 
5,956 
2,016 
29,273 
36,654 
3,015 

126,590 
10,000 
24,200 
44,003 
100,006 
6,610 
18,000 
23,000 
130,705 
30,095 
23,000 
20,196 
1,400 
8,042 
5,570 



扶助費
2億5,503万5千円
8.7%

公債費
3億4,417万9千円

11.7%

国・県支出金
4億6,336万9千円

15.8%

自主財源 31.5%

歳入歳出予算構成（一般会計）用語解説
自主財源

依存財源

義務的経費

投資的経費

その他の経費

歳入
29億

3,900万円

歳出
29億

3,900万円

歳出
29億

3,900万円

義務的経
費
 36.5%

依
存
財
源

 68
.5%

そ
の
他
の
経
費

 44
.8%

町税

繰入金
6億6,510万6千円

22.7%

固定資産税 6,836万9千円
町民税 4,453万3千円
軽自動車税 760万9千円
町たばこ税 230万円
入湯税 150万円

1億2,431万1千円  4.2%

分担金及び負担金　3,557万9千円
諸収入 3,243万9千円
使用料 3,213万4千円
財産収入 1,791万4千円
繰越金 1,259万3千円
寄付金 250万3千円
手数料 217万6千円

1億3,533万8千円  4.6%

地方譲与税 6,800万1千円
地方消費税交付金 1,500万円
環境性能割交付金 380万円
利子割交付金 30万円
法人事業税交付金 12万4千円
配当割交付金 5万円
株式等譲渡所得割交付金 5万円
地方特例交付金 5万円
交通安全対策特別交付金 1千円

8,737万6千円  2.9%

積立金 8,447万7千円
維持補修費 2,590万5千円
予備費 973万4千円
投資及び出資貸付金 373万円

1億2,384万6千円  4.3%

歳入状況

性質別歳出の状況

目的別歳出の状況

地方交付税
11億5,000万円

39.1%

国・県支出金
4億6,336万9千円

15.8%

町債
3億1,350万円
10.7%

投資的経費
18.7%

人件費
4億7,457万9千円

16.1%

公債費
3億4,417万9千円

11.7%

扶助費
2億5,503万5千円
8.7%

普通建設事業費
5億1,449万8千円

17.6% 災害復旧事業費
3,501万5千円  1.1%

1億9,013万2千円
6.5%

物件費
7億311万8千円

23.9%

補助費等

2億9,859万8千円
10.1% 繰出金

予備費 973万4千円  0.3%

災害復旧費 3,501万5千円  1.2%

民生費
6億1,115万1千円

20.7%

教育費 1億5,569万1千円  5.3%
衛生費 1億6,293万円

5.5%

議会費 4,905万1千円  1.7%
消防費 4,717万1千円  1.6%

商工費 2,773万6千円  1.0%

総務費
6億230万2千円

20.5%

農林水産業費
5億9,868万9千円

20.4%

公債費
3億4,417万9千円

11.7%

土木費
2億9,535万1千円

10.1%



上勝町役場職員配置状況
R２．４．１現在

所属 課長等 主幹・課長補佐 係長・主任 主事・主事補 任期付職員・会計年度任用職員

出　納　室

議会事務局

税　務　課

企画環境課

産　業　課

支　　　所

上勝町診療所

福原診療所

小　学　校

中　学　校

学校給食
センター

教育委員会

建　設　課

総　務　課

住　民　課

会計管理者

峯 下 恭 次

事務局長

多 田 光 利

参事兼課長

細 束 仁 美

課長

高 橋 暁 美
課長

高 橋 暁 美

課長

清 井 信 子

課長補佐

松 岡 秀 美

係長

菅　　　翠

主事

浅 野 　 豪

課長

吉 積 弘 成

課長補佐

佐々木紀之

課長補佐

泉 原 英 和
主事

長 岡 裕 人

主事補

谷 　 亮 太
主事補

栗 林 七 波

課長

中 原 雅 和
主幹

笹 尾 高 七
事務主任

西 　 利 明
事務主任

斎 藤 吾 郎

課長

井 本 直 幸

係長

横 田 正 和（兼）

係長

横 田 正 和

所長

立 川 信 彦

所長補佐

中 岡 卓 也（兼）

係長

佐々木ゆかり

臨時的任用職員

伊 原 雅 斗
会計年度任用職員

田 村 朝 子

用務員

谷 崎 香 里
英語指導助手

ヒル・キートン・レオナルド

主事

山城真季子
会計年度任用職員

吉 積 享 司

任期付職員

清 原 一 幸
任期付職員

ケーシー　シブ　バハドゥル
任期付短時間職員

斎 藤 真 弓
任期付短時間職員

柿 本 知 春
会計年度任用職員

赤根登喜恵

会計年度任用職員

青木　俊英

会計年度任用職員

山 﨑 伸 晃
会計年度任用職員

長 岡 成 章

所長

幸 田 朋 也
事務長

新 田 秀 子

所長

幸 田 朋 也（兼）
事務長

新 田 秀 子（兼）

主任看護師

岸 本 千 晴

主任看護師

岸 本 千 晴（兼）

理学療法士

湯 浅 佳 代

看護師

横山美智子・森 田 利 恵（兼）・柳 谷 明 子（再）

任期付短時間職員

伊 藤 好 美

主事

後 藤 和 訓

会計年度任用職員

新 開 愛 子・酒 井 　 彩（兼）

看護師

横山美智子（兼）・森 田 利 恵・柳 谷 明 子（再）（兼）
会計年度任用職員

新 開 愛 子（兼）・酒 井 　 彩

主事補

廣 澤  　元
主事補

立 川 　 彩

主事補

関本壮一郎
会計年度任用職員

清 井 正 往
会計年度任用職員

上 原 　 浩

会計年度任用職員

葉 利 裕 史
会計年度任用職員

福 田 耕 大

所長

傍 示 佳 孝（兼）

事務局長補佐

中 岡 卓 也
事務局長

傍 示 佳 孝

所長補佐

長 木 純 枝

事務局長補佐

長 木 純 枝（兼）

事務主任

森 積 昭 仁

保健師

西 　 麻 衣

主事補

藤 澤 裕 太

課長補佐

三 原 知 美
主事補

北 井 幸 代

主事補

樫 本 崇 史
主事補

宮 繁 智 子

保健師

立 川 拓 也

課長補佐

久 米 繁 樹

主事補

前田あゆみ

会計年度任用職員

佐藤亜希子

主幹

久 保 昌 弘

課長補佐

山 口 陽 子

課長補佐

石 木 由 雄
課長補佐

清 田 祐 志

主事

田 村 真一

主事

青 木 温 望

主事補

新 開 大 夢
主事補

山田雄一郎

用務員

阿 部 順 子
会計年度任用職員

大森沙耶花

会計年度任用職員

中村真紀子

課長補佐

長 木 孝 浩

※（再）再任用職員　（兼）兼務

本　
　
　
　

庁

診
療
所

教
育
委
員
会

支
所

（後期高齢者医療広域連合派遣）



上勝町役場の主な業務

本　
　
　
　

庁

診
療
所

教
育
委
員
会

支
所 総合支所窓口 （行政事務全般）

教育委員会・社会教育・社会体育・学校教育・文化振興・高齢者教室
スクールバス・町営バス

小学校用務

中学校用務

学校給食の運営

医科診療・歯科診療・理学療法・薬剤・医療事務

医科診療・薬剤・医療事務

町行政に関する会計事務

町議会・監査委員・高鉾財産区

地方税の賦課・収納・住民税の申告相談・国保税・税務関係の証明書

農業振興・林業振興・商業振興・観光振興・有害鳥獣・農業委員会

町道・林道・耕地・災害復旧・国土調査・簡易水道・町営住宅

戸籍・住民基本台帳・人権擁護・社会福祉・高齢者福祉・障害者福祉
児童福祉・保健衛生

振興計画・新規事業の企画・環境行政・ごみ処理・リサイクル・広報

儀式・表彰・法令・重要施策・行政改革・行政評価・消防・防災
人事・給与・選挙・統計・情報公開・地域情報・交通安全
予算・決算・地方交付税・入札・公有財産・施設管理・公用自動車

出　納　室

議会事務局

税　務　課

企画環境課

産　業　課

支　　　所

上勝町診療所

福原診療所

小　学　校

中　学　校

学校給食センター

教育委員会

建　設　課

総　務　課

住　民　課



　一般社団法人かみかつ森林環境公社は、本
町最大の資源である山林を災害から守り、再
生し後世に引き継ぐとともに、林業担い手の確
保・育成に取り組むことを目的に、平成31年
３月２８日に設立いたしました。森林所有者と
町が今後の山林管理のあり方や実行する仕組
みを共に考え実践し、徳島中央森林組合と相
互に補完・協力しながら森林整備を進めてまいります。
　設立以来、林業事業者登録の申請や、森林所有者の意向調査の実施、林業アカデミー実習
生の受入れなど、役場産業課内にて業務を行ってきましたが、この度、上勝町大字福原字下日
浦の上勝町モデル展示住宅を町よりお借りし、事務所を開設いたしました。
　また、４月１日より新たに２名の新入社員を迎え、社員４名体制で意向調査に基づく森林調査
や、林業機械の導入整備、特殊伐採および森林整備の受託などを順次進めてまいりますので、
住民皆様や森林所有者の方々のご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。
一般社団法人かみかつ森林環境公社   代表理事　西　利一・社員一同
【事務所】　〒771-4501　上勝町大字福原字下日浦18-4　☎46-0122　Ｆ 46-0133

一般社団法人かみかつ森林環境公社が
本格始動いたしました

　このたび、上勝町消防団　西団長、柳瀬副団長、谷口副団長、高橋副団長が、消防に関する表彰として、
最高栄誉のひとつでもある「消防庁長官功労章」並びに「消防庁長官永年勤続功労章」をそれぞれ受章
されました。
　永年にわたる消防活動に対するご尽力、ご功績に感謝し、お慶びを申しあげますとともに、益々のご
活躍をご期待申し上げます。

※消防庁長官功労章…防災思想の普及、消防施設の整備、その他の災害の防御に関する対策、消防教育の
実施について、その成績が特に優秀な消防吏員、消防団員および消防教育職員に対しての表彰

※消防庁長官永年勤続功労章…永年勤続し、その勤務成績が優秀で、かつ、他の模範と認められる消防吏員、
消防団員および消防教育職員に対しての表彰 （総務課）

　このたび、上勝町消防団　西団長、柳瀬副団長、谷口副団長、高橋副団長が、消防に関する表彰として、
最高栄誉のひとつでもある「消防庁長官功労章」並びに「消防庁長官永年勤続功労章」をそれぞれ受章

　■ 功　労　章　　　上勝町消防団　団　長　西 　  利 一 氏
　■ 永年勤続功労章　上勝町消防団　副団長　柳 瀬  武 志 氏
　　　　　　　　　　 上勝町消防団　副団長　谷 口  憲 宏 氏
　　　　　　　　　　 上勝町消防団　副団長　高 橋  敬 治 氏

消防庁長官表彰

西 　  利 一 氏柳 瀬  武 志 氏谷 口  憲 宏 氏高 橋  敬 治 氏

FAX



上勝町ふるさと納税の状況について

ふるさと納税寄附金
温かいご支援をありがとうございます

　令和元年度（平成31年４月～令和２年３月）も多くの町
内出身の方、上勝町の取り組みを応援したいという方からご
寄附をいただきました。また、令和元年10月から、オンライ
ンでのふるさと納税の受付を開始し、多くの方からご支援を
いただきましたので報告いたします。
　ご寄附賜りました皆様に、あらためてお礼申し上げます。

寄附総額 7,147,000 円

　ふるさと納税は、寄附をすることで所得税とお住まいの市町村の住民税から一定の控除を受けること
ができます。上勝町のホームページでも、ふるさと納税の仕組みや寄附申込方法、ふるさと納税お礼の
品等を紹介しております。
　上勝町は、持続可能な美しいまちづくりをめざし、住民の声を行政に反映させた積極的なまちづくり
に取り組んでまいりますので、ご支援とご協力をよろしくお願いいたします。
〈上勝町ふるさと納税について〉  http://www.kamikatsu.jp/docs/2018060800018/ （企画環境課）

ふるさと創生夢基金 

１　集落再生

２　その他

森林農地適正管理基金 

ごみゼロ（ゼロ・ウェイスト）推進基金

教育振興基金

文化振興基金

高齢者福祉推進基金

消防防災基金

持続可能な美しいまちづくり基金

その他（まちづくり推進のため活用）

指定された地域の再生に活用

人材確保育成事業及び彩農業等の振興

森林農地の適正管理施策事業の推進

ゼロ・ウェイスト関連事業の推進

教育の振興

文化の振興と文化財、民俗文化財の保存伝承

高齢者の生きがいと健康の保持増進等、高齢者福祉に関する事業の推進

消防防災の推進等

集落再生事業全般に活用

まちづくりの推進

8件

4件

16件

67件

25件

4件

5件

7件

16件

52件

2,715,000円

55,000円

276,000円

1,051,000円

672,000円

56,000円

58,000円

85,000円

313,000円

1,866,000円

基金の種類 件数 寄附額 目的

　

上
勝
町
の
皆
様
、
初
め
ま
し
て
。
紙
面
を
お
借
り
し
て
ご

挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
４
月
よ
り
、
毎
週
水
曜
日
に
上

勝
町
診
療
所
で
診
療
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、

江
川
創
と
申
し
ま
す
。

　

自
己
紹
介
と
し
て
は
、
出
身
は
徳
島
市
で
、
一
度
は
医
療

と
は
関
係
な
い
団
体
の
職
員
と
し
て
勤
務
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
二
十
代
後
半
で
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
医
療
の
道
を
こ
こ
ろ

ざ
し
、
自
治
医
科
大
学
を
卒
業
し
て
医
師
と
な
り
ま
し
た
。

徳
島
県
立
中
央
病
院
で
初
期
研
修
を
受
け
、
そ
の
後
２
年
間

徳
島
県
立
海
部
病
院
で
の
勤
務
を
経
て
、
５
年
目
と
な
る
今

年
度
か
ら
上
勝
町
や
那
賀
町
で
診
療
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
現
在
は
総
合
診
療
医
と
い
う
、
特
定
の
体
の
部
位

や
病
気
に
限
定
せ
ず
、
幅
広
く
診
療
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

医
師
を
目
指
し
て
、
日
々
の
診
療
を
通
し
て
勉
強
中
の
身
で

す
。

　

上
勝
町
の
皆
様
が
、
住
み
慣
れ
た
場
所
で
今
後
も
健
康
に

暮
ら
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
少
し
で
も
お
手
伝
い

が
で
き
れ
ば
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
健
康
に
つ

い
て
の
ご
相
談
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
い
つ
で
も

お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。
微
力
で
は
あ
り

ま
す
が
、
精
一
杯
診
療

に
取
り
組
み
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 地

域
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー　

江 

川 　

 

創  

医
師

は
じ
め

え

が
わ



地
域
お
こ
し
協
力
隊　

宮 

繁 

岳 

大

【
活
動
概
要
／
健
康
・
観
光
関
連

事
業
の
創
出
活
動
】

　

上
勝
町
の
地
域
お
こ
し
協
力

隊
と
な
り
、
早
２
年
。
残
す
と

こ
ろ
１
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
度
は
、
町
内
５
ヶ
所
の

公
民
館
を
使
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
町
内
の
主
に
高
齢
者
の
方

を
対
象
に
健
康
面
で
サ
ポ
ー
ト

す
る
活
動
に
重
き
を
置
い
て
関

わ
ら
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
内

容
と
し
て
、
ま
ず
は
一
人
ひ
と

り
、
ど
の
部
位
に
ど
う
い
っ
た

問
題
が
あ
る
か
等
問
診
を
行
い
、

日
常
的
に
可
能
な
自
主
練
習
の

提
案
、
日
常
生
活
に
お
け
る
動

作
全
般
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
必
要

性
に
応
じ
て
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
と

い
っ
た
施
術
に
て
悩
み
の
軽
減

と
な
る
よ
う
お
手
伝
い
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
地
域
の

方
か
ら
依
頼
を
受
け
、
曜
日
ご

と
に
開
催
す
る
リ
ハ
教
室
も

徐
々
に
固
定
化
さ
れ
、
前
年
度

と
比
較
し
て
も
、
よ
り
多
く
の

町
民
さ
ん
と
関
わ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
随
時
、
受
け
付
け

て
い
る
訪
問
依
頼
も
順
調
に
増

え
、
高
齢
者
だ
け
で
は
な
く
、

労
働
者
の
方
や
お
子
さ
ん
を
持

つ
親
御
さ
ん
、
学
生
等
、
幅
広

く
相
談
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
活
動
と
し
て
は
、

障
害
を
も
つ
方
の
雇
用
の
場
創

出
を
目
指
し
、
各
地
へ
視
察
に

も
出
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

上
勝
町
な
ら
で
は
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
要
素
豊
富
な
作
業
所
が
で
き

れ
ば
と
日
々
走
り
回
っ
て
お
り

ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
か
ら
今
後
の
動
向
が
全

く
わ
か
ら
な
い
だ
け
に
頭
打
ち

と
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

私
の
事
業
う
ん
ぬ
ん
は
細
や
か

な
問
題
で
あ
り
、
今
は
１
日
も

早
く
ウ
イ
ル
ス
に
怯
え
な
い
日

常
が
戻
っ
て
く
る
こ
と
を
只
々

祈
っ
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
、
本
年
度
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

支
援
事
業
者

上
勝
ラ
ン
デ
ヴ
ー

代
表
理
事　

野
々
山 

聡

　

宮
繁
さ
ん
の
支
援
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
、
上
勝

ラ
ン
デ
ヴ
ー
の
野
々
山
で
す
。

　

宮
繁
さ
ん
は
本
年
度
が
３
年

目
の
取
り
組
み
と
な
り
ま
す
が
、

前
職
で
培
っ
た
理
学
療
法
士
と

し
て
の
臨
床
経
験
を
も
と
に
、

自
主
運
営
事
業
展
開
に
向
け
て

ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
と
な
り
、
健

康
分
野
に
お
い
て
、
関
係
人
口

的
発
想
の
も
と
町
内
外
関
係
事

業
所
お
よ
び
協
力
者
と
の
繋
が

り
を
活
か
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
構
築
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

現
在
、
町
内
の
公
民
館
等
５

か
所
に
て
町
民
の
方
々
を
対
象

　

今
年
度
も
、
宮
繁
岳
大
さ
ん
、
増
尾
秀
美
さ
ん
が
昨
年
に
引
き
続
き
活
動
を
行
っ
て
い
き

ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

協
力
隊
と
支
援
事
業
者
の
方
々
か
ら
、
抱
負
や
活
動
内
容
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

一
般
社
団
法
人　

上
勝
ラ
ン
デ
ヴ
ー

代
表
理
事　

野
々
山　

聡

支
援
事
業
者



に
健
康
教
室
を
開
催
し
、
徒
手

的
ア
プ
ロ
ー
チ
や
介
護
手
段
の

ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
行
っ
て
お

り
、
こ
の
経
験
を
活
か
し
障
害

者
等
の
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
目
指

し
て
お
り
ま
す
。

　

最
終
年
度
と
な
り
ま
し
た
が
、

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

も
温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。
本
年
度
も
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊　

増 

尾 

秀 

美

【
活
動
概
要
／
上
勝
町
に
お
け
る

「
有
機
農
業
」
技
術
を
習
得
し
、

そ
の
生
産
さ
れ
た
農
産
物
の
６

次
産
業
化
等
の
研
究
開
発
に
よ

る
産
業
振
興
活
動
】

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
な
り
、

早
く
も
１
年
が
経
ち
ま
し
た
。

多
く
の
人
の
支
え
が
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
１
年
目
を
乗
り
越
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
励
ま
し

て
く
だ
さ
る
皆
様
の
お
か
げ
で

す
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
１
年
目
は
主
に
、
テ

ン
ネ
ン
ア
マ
ル
さ
ん
で
有
機
農

業
技
術
習
得
の
た
め
研
修
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
１
年
間

を
通
し
、
多
く
の
野
菜
の
栽
培

に
関
わ
り
、
農
業
技
術
の
ほ
か
、

農
業
が
命
が
け
の
仕
事
だ
と
い

う
こ
と
、
農
業
の
大
変
さ
も
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

生
産
か
ら
出
荷
調
製
、
販
売

ま
で
体
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

野
菜
が
お
客
さ
ん
に
届
く
ま
で

を
知
っ
て
い
て
も
、
実
際
に
現

場
に
立
ち
経
験
し
て
み
な
く
て

は
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
、

初
め
て
知
る
こ
と
の
多
い
１
年

で
し
た
。

　

他
に
も
、
町
内
の
農
家
さ
ん

や
飲
食
店
さ
ん
に
て
加
工
品
・

飲
食
の
研
修
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

２
年
目
も
引
き
続
き
、
有
機

農
業
習
得
、
生
産
さ
れ
た
野
菜

を
ど
の
よ
う
に
加
工
・
調
理
す

る
の
か
を
、
１
年
目
で
学
ん
だ

こ
と
を
活
か
し
な
が
ら
、
活
動

に
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

至
ら
な
い
と
こ
ろ
が
多
く
あ

り
ま
す
が
、
本
年
度
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

支
援
事
業
者

テ
ン
ネ
ン
ア
マ
ル

代
表
理
事　

阿
部　

正
臣

　

青
葉
の
美
し
い
季
節
と
な
り

ま
し
た
。
皆
様
い
か
が
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
？

　

昨
年
の
４
月
か
ら
協
力
隊
員

の
増
尾
秀
美
さ
ん
と
と
も
に
、

「
有
機
農
業
の
６
次
産
業
化
」

と
い
う
テ
ー
マ
に
取
り
組
み
、

あ
っ
と
い
う
間
に
１
年
が
過
ぎ

ま
し
た
。
早
く
も
２
年
目
に
突

入
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
間
、

多
く
の
方
に
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
新
卒
で
移
住
し

た
増
尾
さ
ん
に
と
っ
て
、
有
機

野
菜
、
晩
茶
、
香
酸
柑
橘
の
栽

培
や
加
工
の
現
場
研
修
、
ま
た
、

地
域
の
寄
り
合
い
や
祭
事
、
清

掃
活
動
等
へ
の
参
加
、
そ
し
て

里
山
の
四
季
を
体
験
し
、
上
勝

の
人
と
自
然
、
ま
た
社
会
人
と

し
て
「
知
る
１
年
」
と
な
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
２
年
目
の
今
年
度
。
こ

の
１
年
は
、
ど
う
動
い
て
い
く

の
か
と
い
っ
た
「
探
る
１
年
」

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

上
勝
町
に
お
け
る
有
機
農
業

ス
タ
イ
ル
を
６
次
産
業
化
に
よ

っ
て
ど
う
確
立
さ
せ
る
か
。
増

尾
さ
ん
と
と
も
に
模
索
し
、
様

々
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
、
ご
指

導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

一
般
社
団
法
人　

テ
ン
ネ
ン
ア
マ
ル

代
表
理
事　

阿 

部 

正 

臣

支
援
事
業
者



　

上
勝
町
は
、「
美
し
い
集
落
再

生
プ
ラ
ン
支
援
事
業
」
に
よ
り
、

名
お
よ
び
集
落
が
実
施
す
る
課

題
解
決
等
の
取
組
み
を
支
援
し
、

共
に
協
働
し
て
持
続
可
能
な
美

し
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
集
落
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
集
落

の
維
持
・
活
性
化
に
ご
尽
力
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
集
落
支
援
員
の
皆
様
か
ら
は
、

平
成
31
年
度
の
集
落
の
点
検
・

話
し
合
い
等
、
魅
力
的
な
集
落

再
生
の
取
組
み
、
活
動
の
ご
報

告
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
31
年
度
は
、
17

の
集
落
に
お
い
て
集
落
再
生
プ

ラ
ン
支
援
事
業
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
中
で
も
一
番
多
い
の
が

景
観
整
備
（
支
障
木
の
伐
採
除

去
）
事
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
で
は
、
集
落
の
道
や

橋
の
整
備
、
棚
田
畦
畔
の
補
修
、

排
水
対
策
の
整
備
等
、
ま
た
ノ

ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
、
森
林

の
あ
が
り
は
な
で
は
音
楽
祭
等

交
流
人
口
を
増
や
す
取
組
み
が
、

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
４
月
中
旬
ま
で
に

18
の
集
落
か
ら
事
業
計
画
の
概

略
を
お
聞
き
し
て
お
り
ま
す
。

予
算
の
範
囲
内
で
の
取
組
み
と

な
り
ま
す
の
で
、
10
月
頃
ま
で

に
補
助
金
申
請
を
ご
提
出
い
た

だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
な
お
、
事
業
は
遅
く
と

も
３
月
中
旬
頃
ま
で
に
終
了
す

る
と
し
た
無
理
の
な
い
計
画
で

引
き
続
き
集
落
再
生
の
取
組
み

に
つ
い
て
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。　

　

ま
た
、
４
月
か
ら
は
専
任
集

落
支
援
員
と
し
て
柿
本
知
春
さ

ん
が
新
し
く
メ
ン
バ
ー
に
加
わ

り
ま
し
た
。
斎
藤
真
弓
さ
ん
と

共
に
、
移
住
支
援
や
空
き
家
等

集
落
再
生
支
援
、
地
域
づ
く
り

に
取
り
組
み
ま
す
の
で
、
ご
協

力
の
ほ
ど
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
企
画
環
境
課
）

上
勝
町
持
続
可
能
な
美
し
い
ま
ち
づ
く
り

〝
魅
力
的
な
〞集
落
再
生
の
取
組
み
に
つ
い
て

　

４
月
か
ら
企
画
環
境
課
に
お
い
て
、
専
任
集
落
支
援
員
の
移

住
促
進
担
当
と
し
て
働
か
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
、
柿
本

知
春
と
申
し
ま
す
。

　

２
年
前
に
県
外
よ
り
上
勝
町
に
移
住
を
し
て
、
合
同
会
社
パ

ン
ゲ
ア
に
て
視
察
担
当
と
し
て
働
い
て
お
り
ま
し
た
。
視
察
で

町
外
の
方
に
上
勝
町
の
事
業
や
取
組
み
を
伝
え
て
い
る
中
で
、

メ
デ
ィ
ア
等
で
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
な
内
容
だ
け
で

な
く
、
も
う
少
し
地
域
の
中
の
日
々
の
暮
ら
し
の
様
子
や
豊
か

な
自
然
、
人
と
ひ
と
の
繋
が
り
等
、
視
察
だ
け
で
は
伝
わ
ら
な

い
上
勝
町
の
魅
力
を
発
信
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

至
ら
な
い
点
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
一
人
で
も
多
く
の
ひ

と
に
上
勝
町
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
い
、
ま
た
地
域
の
方
に
も
、

移
住
の
方
が
来
て
く
れ
て
よ
か
っ
た
な
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
な
橋
渡
し
役
と
な
れ
る
よ
う
に
、
日
々
精
進
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
ど
こ
か
で
見
か
け
た
ら
声
を
か
け
て
も
ら
え

る
と
嬉
し
い
で
す
！
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

専
任
集
落
支
援
員　

柿 

本 

知 

春

●
出
身

　

福
井
県

●
現
住
所

　

上
勝
町
大
字
正
木

●
趣
味

映
画
鑑
賞
、
美
味
し
い

お
店
を
開
拓
す
る
こ
と
、

晴
れ
た
日
に
布
団
を
干

す
こ
と

み
ょ
う

も　

り



0120-24-8174上勝町  電話健康相談（無料）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て

No.264
「
健
康
の
達
人
」 に
な
ろ
う

知
っ
て
得
す
る
健
康
情
報

上
勝
町
診
療
所 

所
長  

幸 

田 

朋 

也

　

ニ
ュ
ー
ス
で
毎
日
の
よ
う
に
報
道
さ

れ
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
つ
い
て
で
す
が
、
日
に
日
に
状
況

が
変
わ
っ
て
お
り
、
感
染
者
が
増
加
の

一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

【
症
状
と
検
査
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
す

が
、
咽
頭
痛
や
咳
、
痰
、
頭
痛
、
発
熱

が
あ
り
、
呼
吸
困
難
や
倦
怠
感
を
訴
え

ら
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
高
齢

者
や
持
病
の
あ
る
患
者
は
重
症
化
し
や

す
い
と
の
情
報
も
あ
り
ま
す
。
現
在
で

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
と
濃

厚
接
触
が
あ
っ
た
人
や
37
・
５
℃
以
上

の
発
熱
を
４
日
以
上
認
め
る
人
な
ど
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
疑
わ
し

い
人
に
対
し
て
検
査
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は

新
し
い
感
染
症
で
あ
り
、
日
々
研
究
が

進
ん
で
お
り
、
よ
り
簡
便
で
正
確
な
検

査
法
の
確
立
や
治
療
薬
の
研
究
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

【
対
策
・
予
防
】

　

で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
対
策
が
取
れ

る
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
ず
は
、
手
洗
い
・
う
が
い
を
徹
底

す
る
こ
と
で
す
。
外
出
先
か
ら
帰
っ
て

き
た
時
、
調
理
の
前
後
、
食
事
前
な
ど

は
特
に
手
洗
い
う
が
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

正
し
い
手
洗
い
の
仕
方
は
厚
生
労
働
省

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
参
照
し
て
行

い
ま
し
ょ
う
。
特
に
爪
先
や
指
の
間
、

親
指
、
手
首
が
洗
い
忘
れ
や
す
い
と
こ

ろ
で
す
の
で
注
意
し
て
し
っ
か
り
洗
い

ま
し
ょ
う
。
う
が
い
に
つ
い
て
は
水
や

お
茶
で
、
手
洗
い
す
る
際
に
あ
わ
せ
て

行
い
ま
し
ょ
う
。

　

次
に
よ
く
言
わ
れ
て
い
る
「
３
密
」

を
避
け
ま
し
ょ
う
。「
換
気
の
悪
い
密

閉
空
間
」「
多
数
が
集
ま
る
密
集
場
所
」

「
間
近
で
会
話
や
発
声
を
す
る
密
接
場

面
」
で
す
。
職
場
や
家
の
中
で
も
定
期

的
な
換
気
を
行
う
こ
と
は
重
要
で
す
。

人
が
集
ま
る
イ
ベ
ン
ト
や
場
所
は
で
き

る
だ
け
避
け
ま
し
ょ
う
。
家
の
周
り
な

ど
人
が
多
く
集
ま
ら
な
け
れ
ば
散
歩
な

ど
は
行
っ
て
も
大
丈
夫
で
す
の
で
、
気

分
転
換
と
運
動
不
足
解
消
を
行
い
ま
し

ょ
う
。
咳
な
ど
風
邪
症
状
が
あ
る
と
き

は
無
理
せ
ず
、
自
宅
で
休
養
し
外
出
を

控
え
る
な
ど
自
分
が
移
ら
な
い
よ
う
に

取
り
組
む
こ
と
も
重
要
で
す
。
た
だ
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い
て
も
無

症
状
の
人
も
い
ま
す
。
自
分
が
人
に
移

さ
な
い
取
り
組
み
と
し
て
人
と
の
接
触

を
で
き
る
だ
け
減
ら
す
、
接
す
る
時
に

マ
ス
ク
を
着
用
す
る
こ
と
で
飛
沫
を
と

ば
さ
な
い
よ
う
に
で
き
ま
す
の
で
着
用

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

【
発
熱
や
風
邪
症
状
の
場
合
】

　

37
・
５
℃
以
上
の
発
熱
や
風
邪
症
状

が
あ
る
場
合
は
ま
ず
電
話
で
診
療
所
な

ど
に
ご
相
談
を
。
そ
れ
ぞ
れ
の
医
療
機

関
で
感
染
予
防
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

感
染
症
外
来
用
の
場
所
や
入
口
を
準
備

し
て
い
る
場
合
や
車
で
待
機
し
て
も
ら

い
、
医
師
・
看
護
師
が
車
に
行
き
診
察

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
感
染
の
拡
大

に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
移
ら
な
い
こ
と

と
移
さ
な
い
こ
と
の
取
り
組
み
を
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。



予約制〈要電話予約〉

日 時 ５月１日㈮／６月３日㈬
 ９時～11時30分
場 所  上勝町診療所

お電話にて上勝町診療所へご予約をお願い
します。在宅でのご相談も受け付けます。
☎ 44-5010　IP 050-3438-7872

歯科衛生士による歯やお口の相談

日　時：５月20日㈬14時～16時
場　所：コミュニティセンター
講　師：株本泰輔先生
参加費：500 持ち物：タオル・お茶など

　ゆっくり体をほぐし、無理のない筋トレ体
操を行います。運動不足・肩こり・腰痛・膝
の痛みのある方は、楽しく体を動かして、筋
力をつける貯筋体操をしてみませんか？

円

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
流
行
す
る
中
、
感
染
予
防

の
た
め
外
出
を
控
え
る
動
き
が

社
会
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
中
、
高
齢
者
の
「
動
か

な
い
こ
と
（
生
活
不
活
発
）」

に
対
す
る
注
意
が
呼
び
か
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

外
出
や
体
を
動
か
す
機
会
が

減
る
こ
と
で
疲
れ
や
す
く
な
っ

た
り
、
体
の
抵
抗
力
が
低
下
し

た
り
す
る
な
ど
し
、
フ
レ
イ
ル

（
虚
弱
）
が
進
み
や
す
く
な
り

ま
す
。
生
活
不
活
発
に
よ
る
フ

レ
イ
ル
を
予
防
し
、
抵
抗
力
を

上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

　
１
．
意
識
し
て
動
く

２
．
１
日
３
食
、
栄
養
は
バ
ラ

ン
ス
よ
く

３
．
今
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ

と
を
〝
楽
し
む
〞

　

徳
島
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
、
生
活
不
活
発
を
起
こ
さ
な

い
た
め
に
、
運
動
、
栄
養
、
口

腔
機
能
維
持
等
の
情
報
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
肺
炎
球
菌
と
い
う
細
菌
に
よ
っ

て
引
き
起
こ
さ
れ
る
肺
炎
球
菌
感

染
症
を
予
防
す
る
ワ
ク
チ
ン
で
す
。

令
和
２
年
度
の
対
象
は
、
次
の
と

お
り
で
、
自
己
負
担
金
の
一
部
助

成
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
今
ま

で
に
23
価
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
方
は

対
象
外
と
な
り
ま
す
。

①
今
年
度
に
次
の
年
齢
に
な
る
方
。

②
満
60
歳
か
ら
65
歳
未
満
の
方
の

う
ち
、
心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
・

ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
免
疫
の
機
能
に
自
己
の
日
常

生
活
が
極
度
に
制
限
さ
れ
る
程

度
の
障
害
が
あ
る
方
。

〈
注
意
事
項
〉

１
、
助
成
は
、
生
涯
で
１
人
に
つ

き
１
回
で
す
。

２
、
過
去
に
23
価
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
予
防
接
種
を
受
け
た
方
は
、

任
意
で
再
接
種
で
き
ま
す
。
接

種
費
用
は
全
額
自
己
負
担
で
す
。

接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
医

師
と
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

定
期
予
防
接
種
に
つ
い
て

　ちょっと人には相談しづらい…　そんな健康上の悩み、抱えていませんか？
　産婦人科医が個別相談に応じます。
■月経、妊娠、不妊、性感染症、女性の病気、思春期、更年期　など
■相談日　６月11日、８月20日、10月８日、12月10日、（令和３年）２月18日
　　　　　すべて木曜日。14時～16時（１人30分、完全予約制）
■申込み・お問い合わせ　徳島保健所１階　５番窓口　☎088－602－8904

　

対
象
の
方
に
は
、
５
月
中

に
通
知
す
る
予
定
で
す
。

65
歳
、
70
歳
、
75
歳
、
80
歳
、

85
歳
、
90
歳
、
95
歳
、
100
歳

予
防
の
ポ
イ
ン
ト

「
生
活
不
活
発
」
に
よ
る
フ
レ
イ
ル
を

　

予
防
し
、
抵
抗
力
を
上
げ
よ
う
！

徳島保健所　女性の健康相談室のご案内



ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
宣
言

２
０
２
０
年
達
成
に
向
け
て

２
０
２
０
年
達
成
に
向
け
て

約80％の高いリサイクル率を維持できて
いるのも、みんなの協力のおかげだ！
日々の積み重ねに感謝！！

お問い合わせ　◆企画環境課  ☎46-0111　IP 050-3438-8071　  ◆ゼロ・ウェイストセンター  ☎050-3438-8110

492ｇ

497ｇ

19.9％

全国平均

84.8％

平成30年度
一般廃棄物実態調査の結果が環境省より発表されました！調査の結果が環境省より発表されました！

平成30年度
鹿児島県
大 崎 町

徳 島 県
上 勝 町

920ｇ

918ｇ

年　度

平成29年度

平成30年度

全国平均 上 勝 町

228ｔ

227ｔ

58ｔ

56ｔ

年　度

平成29年度

平成30年度

焼却・埋立 リサイクル資源

北 海 道
豊 浦 町

１位 ２位 ３位

83.1％ 80.2％

20.2％

全国平均

82.0％

平成29年度
鹿児島県
大 崎 町

徳 島 県
上 勝 町

北 海 道
豊 浦 町

１位 ２位 ３位

81.2％ 79.7％

※人口10万人未満の自治体
１人１日当たりのごみ排出量

１年間のごみ排出量

農業用廃ビニール・あぜなみ・農薬びんは産業
廃棄物・処理困難物のため、町で回収できない
ものです。
　JA東とくしま上勝支所で、
年１回実施している回収日
に出してください。

農農農業業業用用用廃廃廃廃ビビビニニーールル農農農農業業業用用用廃廃廃廃ビビビニニーールル・・・・ああぜぜななみみみああぜぜななみみみ・・・・
農農農薬薬薬びびびんんんののの回回収収収にににつつついいいててて農農農薬薬薬びびびんんんののの回回回収収収にににつつついいいててて
農業用廃ビニール・あぜなみ・
農薬びんの回収について
農業用廃ビニール・あぜなみ・
農薬びんの回収について

　１２・　５２・
２９７・４１３・
４３０・５１９・
５２０・５５６・
７０８・７２１
引換は「ゴミステーション」まで



　家畜伝染病発生予防のためには、家畜所有者の方々
に日頃から適切に飼育衛生管理をしていただくことが
大切です。
　家畜伝染病予防法の改正により、対象となる家畜を
１頭羽でも飼育する全ての所有者に家畜飼育衛生管理
基準の遵守が求められるとともに、毎年１回、２月１
日時点の飼育頭羽数を定期報告することが義務づけら
れています。
　報告対象者は次の家畜所有者をいいます。

「牛・水牛・馬・鹿・めん羊・山羊・豚・いのしし・鶏・
あひる・うずら・きじ・だちょう・ほろほろ鳥・七面鳥」

◦報告期日　６月12日㈮
◦提 出 先　産業課
・報告用紙は産業課に備え付けてあります。

【お問い合わせ】　
　産業課　☎46-0111　IP 050-3438-8071

制度の内容
◦畑作物の直接支払交付金
（麦・大豆・てん菜・でん粉原料用
ばれいしょ・そば・なたね）
◦水田活用の直接支払交付金
（産地戦略助成・麦、大豆技術向上
加算耕畜連携助成・スマート農業
加算等）
【お問い合わせ】 
産業課　☎ 46-0111
　　　　IP 050-3438-8071
◦収入減少影響緩和交付金
（米・麦・大豆・てん菜、でん粉原
料用ばれいしょ）
【お問い合わせ】
中国四国農政局徳島支局
☎ 088-622-6132

　５月17日（日）に狂犬病予防注射と犬の登録の補正を
行います。

■登録料（新規登録犬のみ）3,000円
■注射料　　　　　　　　　3,300円
　生後91日以上の犬が対象です。

・令和２年度より狂犬病予防注射の料金が3,300円に改
定されました。（釣銭がないようにご準備ください）

・原簿への記入ミスを防ぐため、注射案内のはがきを
必ずご持参ください。 
※案内はがきについては後日送付させていただきます。

・注射状況によっては、予定時間と多少前後すること
がありますので、ご了承ください。

時　　間 巡　回　場　所
10時～10時５分

10時10分～10時15分

10時20分～10時25分

10時35分～10時40分 福原 コミュニティセンター前駐車場

10時45分～10時50分 旭 堂平橋（集落センターへの
橋前）

福川

藤川

傍示

田村商店様横

役場支所裏

針木様宅前三つ角

【お問い合わせ】住民課　☎46-0111　IP 050-3438-8071

　各集落等の話し合いの場であり、
集落活性の拠点となっている地域
の集会所を修繕する場合に平成19
年度から補助金を交付しておりま
す。老朽化し、大規模修繕の必要
がある集会所については下記を参
考に補助金申請してください。
１　補助対象経費
　　原材料費＋大工賃の２／３

２　補助金の上限
　　30万円
３　補助金の利用制限

　　５年経過後に再度利用可能
　現在利用されている集会所が補
助金の対象になるかなど、詳しく
は総務課までお問い合わせください。
【お問い合わせ】
　総務課　☎46-0111
　　　　　IP 050-3438-8071

上勝町地域集会所
修繕工事補助金について
上勝町地域集会所
修繕工事補助金について



振替休日

みどりの日 こどもの日 振替休日

午　前

午　後
医 科

歯　　科

☎  44-5010
IP  050-3438-7872
Ｆ  44-5011

医科受付  8時30分～11時30分/14時～16時30分
　　　　  水曜日午後/15時～16時30分
歯科受付  8時30分～11時30分/13時～16時30分

住　吉

樫　原

樫　原

幸　田 幸　田

幸　田

住　吉

住　吉

住　吉

幸　田江　川
13時～15時休診

幸　田 幸　田

幸　田 幸　田

幸　田

幸　田

江　川
13時～15時休診

江　川
13時～15時休診

樫  原
幸  田

診
検

樫　原

樫  原
幸  田

診
検

樫　原

樫  原
幸  田

診
検

樫　原

樫  原
幸  田

診
検

樫  原
幸  田

診
検

※外来担当医は急患等により変更になることがあります。ご了承ください。

FAX

午　前

午　後
医 科

歯　　科

午　前

午　後
医 科

歯　　科

午　前

午　後
医 科

歯　　科

午　前

午　後
医 科

歯　　科

５月21日㈭ 13時30分～16時30分
コミュニティセンター

　家庭内・近隣との悩みごとなどお気軽に
　ご相談ください。

全期分
納期限は４月30日㈭でしたが、まだ未納の方
が見受けられます。未納者には、５月20日㈬に
督促状を送付します。早急に納めてください。

１期分

江　川

江　川

江　川

幸　田

幸　田

幸　田

幸　田

幸　田

☎  46-0302
IP  050-3438-8001
Ｆ  46-0302医科受付・診療　13時～14時30分 FAX

※初級クラスだけの受講も歓迎いたします！
※両クラスを受講することもできます。

障がい児者の支援、相談を受け付けていま
す。障がい者手帳の取得、補装具、住宅改修、
障がい福祉サービス等どんなことでもお手
伝いいたします。お気軽にお電話ください。

一般・特定・障がい児者相談支援事業 こなん

※令和2年4月から事業者が変更しました。



　国から住民へ地震・津波や武力攻撃等の緊急情報を伝達するＪアラート（全国瞬時警報システム）
の全国一斉情報伝達試験（内閣府）が実施されます。
　これに伴い、上勝町でも防災行政無線(屋外スピーカー )を通じて試験放送が流れます。

～ 全国一斉情報伝達試験（内閣府）～
訓練日時　５月20日(水)　午前11時ごろに実施します。
放送内容　「これは、Ｊアラートのテストです。」 （３回くりかえし）
　　　　　※町内に設置してある防災行政無線から、一斉に放送されます。
＊注意事項　当日の災害発生状況、気象状況により中止になる場合があります。
　　　　　　実際の災害等とお間違えのないようご注意ください。
【お問い合わせ】総務課　☎46-0111　IP 050-3438-8071

㈬

上勝町 子育て
世帯

※児童手当の所得制限限度額を超えている受給者（特例給付）には支給されません。
※公務員の場合は、申請が必要になります。

令和２年４月分（３月分を含む）の児童手当（本則給付）の受給者の方に支給します。
対象児童１人につき、１万円です。
※実施主体は、令和２年３月31日時点での居住市町村（特別区含む）です。
※「子育て世帯への臨時特別給付金」は、新型コロナウイルス感染症の影響を受けている子育て世帯の生活を支援
する取組の一つとして、児童手当（本則給付）を受給する世帯（０歳～中学生のいる世帯）に対する臨時特別の
給付金（一時金）です。

Ｑ．誰が支給対象者になりますか？
Ａ．令和２年４月分（３月分を含む）の児童手当（本則給付）の支給を受けて

いる方です。対象児童は、平成16年４月２日から令和２年３月31日までに生
まれた児童であり、３月まで中学生だった児童（新高校１年生）も含みます。

Ｑ．引っ越した場合には、給付金の振込はどうなりますか？
Ａ．「子育て世帯への臨時特別給付金」は、基準日（令和２年３月31日）時点での居住市町村（特

別区含む）から支給されますので、転入された方は、転入前の市町村にお問い合わせ
ください。

Ｑ．公務員への支給方法はどうなりますか？
Ａ．公務員については、所属庁が支給対象者であると証明した上で、本人が居住市町村に
申請してください。

〈子育て世帯への臨時特別給付金〉

【お問い合わせ】　住民課　☎46-0111　IP 050-3438-8071

Q

Q & A

A

Q
A

Q
A

原則、申請は不要です。上勝町では、支給決定後、個別に通知します。

① 給付金の案内チラシ・希望しない場合等の申出書を送付します。

② 希望しない場合等のみ、申出書を返送してください。

③ 児童手当登録銀行口座等へ振り込みます（振り込んだ旨を通知します）。



　就職や退職、結婚などで加入者の種別が変わったときは、14日以内に手続きをすることが必要です。
届け出をしなかったために、将来の年金額等に影響が出る場合がありますので、必要な手続きは早
急に済ませましょう。

■ 国民年金の加入者は３つの種別で分けられます。
　 　●　第１号被保険者……自営業、学生など（第２号、第３号被保険者以外の方）
　 　●　第２号被保険者……会社員などの厚生年金保険・共済組合等の加入者
　 　●　第３号被保険者……会社員など（第２号被保険者）に扶養されている配偶者
■ 種別が変わるときには届出が必要です。

現在の種別 種別の変わる事由 変更後の種別 届け出先

第 1号

就職して厚生年金か共済組合に加入した 第 2 号  勤務先　　　　

会社員と結婚して被扶養配偶者になった 第 3 号  配偶者の勤務先

配偶者が就職して、被扶養配偶者になった 第 3 号  配偶者の勤務先

第 2号

転職して自営業になった
（被扶養配偶者も第 1 号被保険者になります） 第 1 号  市町村役場

会社を退職して自営業者の配偶者になった 第 1 号  市町村役場

会社を退職して会社員の被扶養配偶者になった 第 3 号  配偶者の勤務先

第 3号

配偶者が会社を退職した 第 1 号  市町村役場

会社員の配偶者と離婚した 第 1 号  市町村役場

収入が増え、被扶養配偶者でなくなった 第 1 号  市町村役場

配偶者が亡くなった 第 1 号  市町村役場

会社に就職して被扶養配偶者でなくなった 第 2 号  勤務先

配偶者が転職し、厚生年金から共済組合または
共済組合から厚生年金に変わった 第 3 号  配偶者の勤務先

学生の皆さん！

【お問い合わせ】住民課  ☎ 46-0111　南年金事務所 ☎ 088-652-1511



　法務省・人権擁護委員連合会では、毎年６月１日を「人
権擁護委員の日」と定め、人権擁護委員制度の周知徹底
と人権思想の普及高揚を図ることを目的として各種啓発
活動に取り組んでいます。本年度も、この日にあわせ「全
国一斉特設相談所」を開設します。相談は無料で、秘密
は堅く守られますのでお気軽にご相談ください。
日時：６月１日（月）　13時30分～16時30分
場所：コミュニティセンター
　本町の人権擁護委員は次の方です。
　　桂 　 洋 志 さん（傍示）　久 保 隆 吉 さん（旭）　
　　藤 井 園 苗 さん（福原）
【お問い合わせ】住民課　☎46-0111　IP 050-3438-8071 【お問い合わせ】

建設課 ☎46-0111   IP 050-3438-8071

「人権擁護委員の日」
特設相談所の開設について

　これまで上勝町では、「持続可能なまちづくり」を目指して取組みを進めてきました。平成
30年6月には「SDGs未来都市」に選定されました。国内外の新たな社会潮流である「持続可能
な開発目標（SDGs）」を町の施策にも取り入れ、より良いまちを築いていくための取組みをさ
らに進展させていく考えです。
　将来像となる上勝町の「ありたい姿」を描き、そこから現時点を振り返り、長期的、複眼的
な視点でまちづくりを進めていく必要があります。こうした考えのもと、町では、2030年の
上勝町のありたい姿を描き、ありたい姿を実現するための戦略をSDGsの文脈を用いて策定し、
その具現化のための事業計画を実施することで持続可能なまちづくりを一層推進していく考え
です。
　令和元年度は、上勝町SDGs推進委員会のみなさんと上勝町の「ありたい姿」を策定させて
いただきました。今年度は、「ありたい姿」を実現するための事業施策や計画を策定するとと
もに、「ありたい姿」の目標となる数値を「指標」として掲げていきたいと考えています。
　このため、町民の皆さまからの意見も反映するべく、令和2年度「上勝町SDGs推進委員」を、
町民から募集します。ぜひ、ご応募いただきますようお願いします。
（上勝町ホームページもご覧ください）

【SDGs推進委員の募集内容および活動内容等について】
□ 募 集 人 数　８名程度
□ 委員応募期間　令和２年５月１日～22日
□ 申込み・お問い合わせ
　　　　　　　 企画環境課　☎46-0111
　　　　　　　　　　　　　 IP050-3438-8071
◇ 活 動 内 容　「上勝町SDGs推進委員会」を
　　　　　　　年６回程度開催
◇ 任　   　期　令和２年６月１日～令和３年３月31日
◇ 委 員 報 酬　¥5,000/日
【参考】　○上勝町SDGｓ未来都市計画…http://www.kamikatsu.jp/docs/2018082900017/
　　　　○2030年における上勝町共有ビジョン（ありたい姿）の策定

…http://www.kamikatsu.jp/docs/2020032700028/



　次世代を担う農業者となることを志向する新規就農者の経営力向上と裾野拡大の取組を行
い、農政新時代に必要な人材力の強化を図るため「農業次世代人材投資事業（経営開始型）」
の実施を予定しております。
　下記のとおり募集が行われる予定ですので希望される方は、お早めに申込みください。
　対 象 者 　　平成27年５月以降に農業経営を開始した認定新規就農者（これから認定新

規就農者になろうとする方も可）で年齢が原則50歳未満の独立・自営就農者
　支援水準　　年間最大150万円を最長５年間
　交付者の主な要件　（すべてを満たす必要があります）
　　⑴ 独立・自営就農時の年齢が原則50歳未満である独立・自営就農であり、

次世代を担う農業者となることについて強い意欲を有していること
　　 ・農業経営基盤強化促進法に基づく認定新規就農者であること。
　　 ・農業経営基盤強化促進法に基づく認定農業者でないこと。
　　　なお、交付対象者が認定農業者になると交付停止。

　　⑵ 独立・自営就農であること
　自ら作成した青年等就農計画等に即して主体的に農業経営を行っ
ている状態を指し、具体的には、以下の要件を満たすものとする。

　　 ・農地の所有権または利用権を交付対象者が有している。 
　　 ・主要な機械・施設を交付対象者が所有または借りている。 
　　 ・生産物や生産資材等を交付対象者の名義で出荷・取引する。 
　　 ・交付対象者の農産物等の売上げや経費の支出などの経営収支を交付対象者の名義

の通帳および帳簿で管理する。 

　　⑶ 青年等就農計画等が以下の基準に適合していること
　　 ・農業経営を開始して５年後までに農業（農業生産のほか、農産物加工、直接販売、

農家レストラン、農家民宿等関連事業を含む）で生計が成り立つ計画で、達成が
実現可能であると見込まれること。

　　⑷ 人・農地プランへの位置づけ等
　町が作成する人・農地プランに位置づけられていること（もしくは位置づけられ
ることが確実であること）

　　⑸ 生活保護等、生活費を支給する国の他の事業と重複受給でなく、かつ原則として農
の雇用事業による助成を受けた事のある農業法人等でないこと

　　⑹ 原則として青年新規就農者ネットワーク（一農ネット）に加入していること
　　⑺ 前年の世帯全体の所得が600万円以下であること
　　⑻ 将来の農業の担い手として、地域のコミュニティへの積極的な参加に努め、地域の

農業の維持・発展に向けた活動に協力する意思があること
　募集期間　　令和２年５月７日（木）～令和２年６月22日（月）
　　　　　　　それまでに要件を満たし、書類を提出のこと（期日厳守）
　　　　　　　申請をしても必ず交付されるとは限りません

次世代を担う農業者となる とを志向する新規就農者の経営力向上と裾野拡大の取組を行

農業次世代人材投資事業（経営開始型）の募集について農業次世代人材投資事業（経営開始型）の募集について

【お問い合わせ】産業課  ☎46-0111　IP 050-3438-8071



（共益費含む）
F-5 号室 40,000 円

田野々 木造３階建
世帯

世帯

３LDK

３LDK
旭字中村９番地

（共益費含む）
F-3 号室 37,000 円

●複合住宅 上勝町に移住・定住を希望する者であること。

町営住宅入居者募集 !
　入居にあたっては、地域の自治組織に加入できる方に限ります。

傍示複合 鉄筋コンクリ－ト
３階建 202 号室 世帯 ３DK 36,500 円 傍示字下地69番地（共益費含む）

旭　Ｂ棟 コンクリ－トブロック
平屋建 B-4 号室 単身 １K 7,200 円

（共益費含む）

住宅名 構造・階数 部屋番号 対象世帯 間取り 家  賃 住　　所

●単独住宅 上勝町内に住所を有することができる者であること。

●公営住宅 町内に住所または勤務場所を有する者であること。（ただし、一定の所得を超える場合は申込みできません）

（共益費なし）

所得に応
じて変動喰　田 木造２階建 1-1 号室 世帯 ３LDK 福原字栩ヶ谷81番地

※一定の所得：所得月額が158,000円以下（高齢者世帯、障がい者世帯等及び小学校就学前世帯は214,000円）
　所得月額とは、本人及び同居者の合計所得金額から諸控除額を差し引いて12 ヶ月で割った金額

（共益費含む）
C-1 号室 10,500 円

川北　C棟 コンクリ－トブロック
２階建 単身・世帯 ３K 福原字川北58番地１

（共益費含む）
C-4 号室 13,500 円

（共益費含む）

A-1 号室
13,200 円旭　Ａ棟 コンクリ－トブロック

平屋建 単身・世帯 ２DK
旭字中村104番地１A-2 号室

●入居申込資格
　（１）世帯部屋は同居する親族（内縁関係にある方及び婚約者を含む）がいること。 
　（２）町に定住し、地域発展に貢献できる若い者であること。 
　（３）現に住宅に困窮していること。 
　（４）申込者及び同居する親族が、暴力団員でないこと。 
　（５）申込者及び同居する親族が、国税・地方税の滞納をしていないこと。

●全戸共通　
　○入居申込受付期間　５月７日（木）～５月20日（水）      
　　・単独・複合住宅で受付期間内に申込みがなかった場合は、随時受付となります。
　　・公営住宅で受付期間内に申込みがなかった場合は、再度広報にて募集を行います。
　○申込方法　      
　　・建設課または支所にある申込用紙に記入の上、申込者及び連帯保証人の所得証明及び納税証明

書と合わせて申込みください。
　　・公営住宅につきましては、上記の内容と異なりますので、お問い合わせください。
　　　なお、連帯保証人は保証能力があり、かつ国税・地方税の滞納がない方を選任してください。
　○注意事項
　　・町営住宅では犬猫等のペットの飼育は禁止しております。      
　　・入居の際には、敷金（家賃＋共益費の３ヶ月分）が必要です。     
　　・その他、必要な設備については各戸で異なりますので、詳細はお問い合わせください。

【お問い合わせ】　建設課　☎ 46-0111　IP 050-3438-8071
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　地震時等に倒壊等により道路を閉塞するおそれのある、老
朽化した危険な空き家の除却を行う場合に、除却工事費の一
部を補助します。
◦対象要件（以下の条件を全て満たす必要があります。）
１．町内の住宅で、現に住宅の用に供されていないもの
２．構造一般の程度、構造の腐朽又は破損の程度等を不良度

判定基準に基づき、点数が100点以上になるもの(判定は
空き家判定士が行う）

３．倒壊すれば接面（前面）道路を閉塞し、避難・救助活動
に支障をきたす恐れがあるもの（図１．参照）

◦対 象 者（以下の条件を全て満たす必要があります。）
１．建物または土地の所有者等（相続人を含む。建物と土地の所有者が異なる場合は、双方の同

意書が必要です。）
２．町税の滞納がない方

◦対象となる工事（以下の条件を全て満たす必要があります。）
１．建設業法による許可または建設リサイクル法による登録を受けた県内の業者が請け負うこと
２．補助金の交付決定後に行われること
３．他の制度による補助を受けていないこと
４．補助対象住宅の全てを除却すること
５．補助対象住宅の建替えを目的とした工事でないこと

◦補 助 金　除却費用の４／５以内で最高80万円まで
◦募集戸数　１戸
◦注意事項　建物を除却することにより、翌年度より土地にかかる固定資産税が増加になる場合が

あります。
◦募集期間　令和２年12月25日（金）まで

◦申 込 み　建設課　関係書類及び詳細等につきましては、建設課へお問い合わせください。
　　　　　　☎ 46-0111　IP 050-3438-8071  
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　徳島県企業局は、水力発電事業に係る県営発電所またはダム（以下「県営
発電所等」という。）が所在する町及びその水源地域において、地域の活力
や魅力づくり等を推進する活動及び環境保全に向けた活動を支援しています。

  補助対象者
⑴ 県営発電所等が所在する町及びその水源地域を有する町
　 勝浦町、上勝町、那賀町、美波町
⑵ 上記の町で活動する　① 法人（第３セクター、民間企業、特定非営利活動法人等）
　　　　　　　　　　　 ② 任意団体（ボランティア団体等）
　　　　　　　　　　　 ③ 小、中学校等

  補助対象事業　
　ソフト事業に限ることとし、県営発電所等が所在する町及びその水源地域（美波町につい
ては赤松地区に限る）で実施される、次に掲げる事業です。
型 　⑴ 水源地域におけるイベント等の実施により、地域の活性化及びインバウンドの推

進を図る事業
型 　⑴ ダム及び河川の保全に寄与する事業

　　 　 ⑵ 自然エネルギー及び環境保全学習を通して、次世代を担う人材育成を推進する環
境教育事業

  補助金額
　補助対象経費から寄付金その他の収入額を控除した額です。ただし、Ⅰ型については80万
円を、Ⅱ型については50万円を限度とし、1,000円未満の端数は切り捨てます。

  提出について 
　 提出期限 　 型・ 型    ５月11日（月）

【お問い合わせ】   企画環境課　☎46-0111　IP 050-3438-8071

徳島県企業局ダム水源地サポート事業

〇警察官Ａ（大学卒業程度）男性・女性
　・受験資格（令和３年４月１日現在）
　平成２年４月２日（30歳）以降に生まれた者で、４年
制大学等を卒業した者、または令和３年３月31日までに
卒業する見込みの者
　・試験案内申込書配布開始日
　　令和２年５月14日（木）～
　・試験申込書受付期間
　　令和２年５月15日（金）～６月５日（金）
　・第１次試験日　令和２年７月12日（日）
　・第２次試験日（第１次試験合格者のみ）
　　令和２年７月下旬ころ
　・最終合格発表日　令和２年８月中旬ころ

〇警察官Ｂ（高校卒業程度）男性・女性
　・受験資格（令和３年４月１日現在）
　平成２年４月２日（30歳）～平成15年４月１日（18歳）
に生まれた者
　ただし、４年制大学等を卒業した者または令和３年
３月31日までに卒業する見込みの者を除く
　・試験案内申込書配布開始日
　　令和２年７月１日（水）～
　・試験申込書受付期間
　　令和２年８月６日（木）～８月27日（木）
　・第１次試験日　令和２年10月18日（日）
　・第２次試験日（第１次試験合格者のみ）
　　令和２年11月上旬ころ
　・最終合格発表日　令和２年11月中旬ころ
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（
福
川
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

　

期
間
中
は
企
業
の
方
、
一
般

の
方
問
わ
ず
、
こ
れ
ら
の
施
設

を
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

ご
不
便
を
お
か
け
い
た
し
ま

す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。



日　時：応相談
会　場：高鉾公民館
相談員：
　　かみかつQぴっとサポーター２名

【お問い合わせ】

かみかつQぴっと事務局（教育委員会内）
☎ 45-0111　IP 050-3438-7311
Eメール
kyoiku_1＠kamikatsu.i-tokushima.jp

※秘密および個人情報は固く守られます。

相談のご希望がありましたら、
事前に事務局にご連絡ください。

かみかつQぴっと

ご縁談について相談会を行っています。
結婚を希望される独身男女の方、
親御様はお気軽にご相談ください！！



つつしんでご冥福をお祈りいたします

令和２年４月１日現在

インターネットおよびCATV・IP電話サービス
故障かな？…と思ったら下記までお問い合わせください。
お問い合わせ窓口 新規申込・解約・故障・各種変更など

☎ 
お問い合わせ

夜間救急当番夜間救急当番夜間救急当番夜間救急当番

救急車の要請救急車の要請救急車の要請救急車の要請

☎

☎

☎

前月比

世帯数

△ 15
△ 9
△ 6
△ 5

人　口
男
女
世帯数

1,491 人
711 人
780 人
752 戸

正木
傍示
福原
生実
旭

人
人
人
人
人

505
258
218
224
286

235
130
112
120
155

（　　）
（　　）
（　　）
（　　）
（　　）

戸
戸
戸
戸
戸

○ 高齢化率 53.32%

片山　將夫さん（正木）………野菜
古請　誠一さん（正木）……お菓子

△11
1
0

△ 2
△ 3

（　　）
（　　）
（　　）
（　　）
（　　）

△ 4
△ 1
0
0
0

［正木］  山本　貴一さん　   　70歳
［　旭　］  田上　春市丸さん　   96歳
［正木］  長岡　武茂さん　    105歳

こんな時はご連絡をお願いします。

【連絡先】　企画環境課

【お問い合わせ】　住民課

新規申請は住民課まで
　上勝町では、ごみをゴミステー
ションまで持ち込む手段を持たな
いお宅への運搬支援を行っており、
ご家庭で分別していただいたごみ
を奇数月にご自宅へ収集にうかが
っています。
　申請の手続きについては右記
のとおりです。

上勝町役場　☎46-0111　IP050-3438-8071

一般廃棄物運搬支援事業

手続きの流れ
①役場住民課へ申請
②役場・民生委員からの認定
③登録
④奇数月に収集
（粗大ごみのみ有料。1車分につ
き270円の負担金が必要です。）

14 日㈭ 田野々地区

15 日㈮ 八重地、市宇、
福原地区

18 日㈪ 生実、傍示地区
19 日㈫ 正木地区

　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、４月25日に予定し
ておりました宿泊体験施設等のオープンは５月30日を目処に延期
することになりました。
　「新型コロナウイルス感染症」の状況次第では再度延期の可能
性がございます。

　なお、上勝町民の皆様の、ゴミステーション部分における
ゴミの収集については、予定どおり4月20日からご利用いた
だいております。

【お問い合わせ】　ゼロ・ウェイストセンター　☎050-3438-8110

3月の視察来町者数令和２年



密  閉 換気の悪い密閉空間

密  集 多くの人が密集する場所

密  接 近距離での密接した会話
●手洗い・咳エチケットを心掛けましょう！

新型コロナウイルス感染症　全国に緊急事態宣言
　４月16日（木）、政府は “緊急事態宣言” の対象地域を全都道府県に拡大しました。
　町民の皆様は、ご自分とご家族並びに町民・県民の安心安全を守るため、当分の間、次のことにご留意ください。
〇不要不急の外出を控えてください。
〇県外への往来は控えてください。
特に「特定警戒13都道府県」への往来は、極力自粛してください。（東京・神奈川・埼玉・千葉・大阪・兵庫・福岡・
北海道・茨城・石川・岐阜・愛知・京都）

〇発熱が２～３日続く、体がだるい、食べ物の味がない、匂いを感じないなどの症状があれば、受診前に
かかりつけ医に、必ず電話で相談してください。
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新規採用職員を紹介します。

【総務課】

山田雄一郎（18歳）
・出身　徳島市国府町
・趣味　アウトドア全般

・メッセージ
　上勝町の皆様、こんにちは。４月１日より、新規採用職員として住民課に配属になりました。2018年
４月に、主人と娘２人の家族４人で上勝町に移住し、上勝町の町民の皆様の温かさに触れ、上勝町が
大好きになりました。２年間上勝町で生活し、上勝町民の皆様の役に立つ仕事がしたいと思い、上勝町
役場で働きたいと考えるようになりました。一生懸命頑張りますので、どうぞよろしくお願いいたします。

・メッセージ
　上勝町の皆様、はじめまして。４月１日より新規採用職員として総務課に配属になりまし
た。高校を卒業したばかりで社会にも慣れていない未熟者ですが、上勝町民の皆様と一緒に、
素敵な町をもっと素敵にできるよう頑張っていきますのでよろしくお願いします。

・メッセージ
　みなさんこんにちは。4月１日、企画環境課に配属になりました、栗林七波と申します。上勝
町を盛り上げていく一員として、上勝町民の方々とともに地元愛がよりいっそう深まる取組みに尽
力させていただきたいと思います。まだまだわからないこともありご迷惑をおかけすることもある
かと思いますが、暖かく見守っていただければ幸いです。どうぞよろしくお願いいたします。

・メッセージ
　４月１日から上勝町役場建設課で働くことになりました、関本壮一郎です。一度、民間企業で
働いていて上勝町で再スタートをすることになりうれしく思っています。まだまだわからないこと
ばかりでご迷惑をかけることもあると思いますが、町民の皆様が安心して生活できるまちづくりが
できるよう努めていきたいと思っていますのでよろしくお願いします。

【建設課】

関本壮一郎（21歳）
・出身　小松島市田浦町
・趣味　スポーツ観戦

【企画環境課】

栗 林 七 波（24歳）
・出身　小松島市小松島町
・趣味　運動

【住民課】

宮 繁 智 子（35歳）
・出身　徳島市八万町
・趣味　阿波踊り

みや しげ さと こ

くり ばやし な な

せき もと そう いち ろう

やま だ ゆう いち ろう

（左から）


